
可搬型高エネルギーX 線源による橋梁内部構造３次元可視化と健全性評価 
トモシンセシスでの X 線源移動方法の最適化 

3D Visualization of Inner Bridge using Portable High Energy X-ray Source and its Valuation 
Optimisation of moving method of X-ray Source for Tomosynthesis 

 
*小沢	壱生 1、竹内	大智 1、三津谷	有貴 1、土橋	克広 1、上坂	充 1、草野	譲一 2、吉田	英二 3、	

大島	義信 3	、石田	 雅博 3	
1東京大学，2（株）Accuthera, 3土木研究所 

 

	 橋梁の透過 X 線検査で内部構造を３次元可視化するトモシンセシス技術の再現精度向上を目指す。最大移

動幅や移動幅などの X線源のより良い移動方法をシミュレーションによって考察し、2017 年 6 月に行われた

実橋梁検査に適用する。また、同年 7月に行われた同橋の載荷試験の結果と、健全性評価との比較も紹介す

る。 
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1. トモシンセシスの非破壊検査への応用 

トモシンセシスとは、被写体に対し X線源を移動させて様々な角度から撮像を行い、その撮像データを再

構成することで検出器と平行な任意の断面に焦点を当てた画像が得られるという技術であり、歯科診療など

の医療分野で主に用いられている。本研究では、可搬型 X線源を用いて、主にコンクリート橋内部の構造材

劣化を診断するためのトモシンセシスをテーマとする。 

 

2. 計算シミュレーション 

 X線源の①移動の刻み幅と②移動変位をパラメータとして変え、被写体内部の再構成画像の再現精度を比

較した。①の刻み幅の大小は、精度の差への影響が少なかった。②の移動変位は、被写体正面からの変位を

大きくすると精度が向上した。(Fig.1)	 この知見を実橋梁試験に適用した。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	          

    	 	 	 	 	   	 	 	 	 	 	 	 	 	 	    

	 	 Fig.1 計算シミュレーションでのトモシンセシス結果の例	 	 	 Fig.2 実橋梁のトモシンセシス結果 

2-2. 実橋梁でのトモシンセシス結果 

実橋梁内部の PC鋼材を三次元的に視覚化できた。（Fig.2は青線部分に焦点を合わせた画像） 
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